第二回神奈川県ジュニアリーダー大会第○回会議
日時：2006年8月27日　10:00～
場所：サポセン

参加者:増井・池西・柳下・岩倉・井上・佐藤・平石・橘・渡辺・辻・笠倉・松森・神名部
当日の参加者・・・３９名

９／２朝、原稿締め切り

１各プログラムのイメージ

　　　　プログラム①　ちっちゃい工夫

　　　　　　　　　　　　　相手に対する工夫、道具の工夫、ストーリーを付けるレクとレクの組み合わせ

　　　　　　　　　　　　　楽しいやつ(ゲーム)はどこでやっても楽しい（だるまさんが転んだ、フルーツバスケット）
　　　　　　「工夫」って現状に満足してたら必要ないよね。

　　　　　　マンネリ化防止

　　　　プログラム②　
何でそういうルールに下のかを考えさせないと、“楽しいから”じゃダメ

　　　　　　　　　　　自分たち(参加者)目線と子ども目線でこのプログラムにどんな問題があるのかっていうのを１つの鬼ごっこごとに振り返りを入れる

鬼ごっこだと、レクゲームになってしまう。理由づけが難しい→鬼ごっこ一つ一つでの振り返りをしっかり

　　　　プログラム③　プロ①．②で十分に仲間作りをしてプロ③は丸投げ
最後のまとめ(orプロ③)までSTAFFの口からは「工夫」っていう単語を出さないように
条件

1 自分たちの交流　　　

メリット
　テンポよくしゃべれる

　頭がやわらかくなる
　集中してしゃべれる

　自分たちで解決に持っていける

必死(夢中)でやる
デメリット

　「楽しければいい」になってしまう
　自己満足で終わってしまう

　「子どもたち～」につながるかがわからない

2 子どもたちのために
　メリット

　　本当に伝えたいこと（ねらい）が早い段階でわかる
　　地元で活用しやすい

　　　　　

　デメリット
　　参加者が研修用の頭に切り替わるまでの時間がある
　　スタッフの手間がとてもかかる(去年いたMemberは大丈夫だけど)　
STAFF一人一人の意見を聞いたあと、「研修（子どもたちのために）」にすることを決定

　　　　
～～プログラム別会議～～
発表

プロ①

　　前回のレクをベースにして具体的工夫を考えた

☆じゃんけん列車をつなぎのような感じに（じゃんけん列車の間にレクをする）

　　　　※「トマト駅」みたいな。
　　　　進行VS個人から徐々に全体でやるレクにする。

　　　トマト

　　　　　　　～指じゃなくて体でやる～

　　　もしかめ

　　　　　　　

　　　かめこがめ

　　　　　　　～手ではなくて頭とか肩とかをたたく～

　　　木リス　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　このへんをやめてフルバとだるまさんをやる
　　　（人数調整）

　　　

　　　ステレオコール

　　　知恵の輪MAX

　　　

じゃんけん列車が全員終わって丸くする
　　　フルーツバスケット

だるまさんが転んだ

· アドバイスor質問
· 「もしかめ」とか一つのレクにすると工夫がしにくいから、「もしかめ系」など、少し広い決め方をすればいいんじゃない？　（笠
· なぜ、「じゃんけん列車？」

　　　　　　Ans.　元々はじゃんけん列車を工夫してみようと思ったのだが、いつのまにかこうなっていた。

プロ②

　「鬼ごっこ」

　　　　参加者に「新しいもの」として受け取ってもらうのではなく、今までにやってきたものを工夫して楽しめるようにする

　　　　足の速さとか休憩を考慮に入れて考える

一度ずつレクを止めて、一回一回講義を入れても良いが、心から楽しむことができないのではないか？　⇒最後にまとめて全部おさらいをする
　　　　
プロ③

　「研修」をする

　　　　STAFFでいくつか候補を出して、参加者に選んでもらう

　　　　１年生から６年生までみんなが楽しめる

ex) 　×ドッヂボール　　　　　　各班で比べやすいbut ２時間も話し合うほどじゃない

　　　×ファイヤー・キャンドル　　　〃　　　　  but 自然にできるようにしている
　　　△運動会or班対抗レク　　 人数少ないから会議がしやすいbut地元にもって帰りづらい

· 問題点(改善できる点)に気づけるようにする！

· 大きい段階(ファイヤー,運動会)の固定概念をぶっ壊す！

今回の目的
「工夫したプロ作りを学び、ちょっとした工夫を加えることで、より楽しいプロを作れるようになる」　　　　↑今年の狙い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「地元での活動を、より楽しくすることができる」

「子どもたちが、より楽しい活動をすることができる」

　　　　　「活動の充実」　「子どもたちが『また来たい』と思う」

「子ども会の会員（子どもたち）が増える」

各プログラムのねらい

初日

集合

１．　　 工夫をしたプログラムを通して、初めて会った人との仲間作りと、プロの工夫を感じる。

　　～隣の人と地元トーク(orアドレス交換)などができるくらいの仲良しっぷりに持っていく～

２．    仲間作りの続きと工夫に対してプラスのイメージを持ってもらう
　　～誰とでも（全員と）意見を活発に交換できるようにする～
　　～工夫に対してのウォーミングアップ～
３．４．工夫したプログラム作りをできるきっかけ作り（プログラムを出来るようになればいいな）ジュニアにはレクしかないわけじゃないんだ

　　～工夫したプロ作りができるｗｗ～

· 「ねらい」は集合から解散までの間を全て行って達成する

· プログラムは、１から５までつながっている

　　　　　「４がなければ５が正しく機能しない」
部屋割りについて

　参加者男　　１４人

　　　　女　　２５人

H１８研究テーマ(夏休みの自由研究)

「班を作らなかったら神奈川県ジュニアリーダーはどうなるのか！！」
次回予定
　　9月2日　スカウト会館　１０時～１７時

　　9月3日　サポセン　　　　　〃
